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A：基調講演
演題「生きづらさ」を超えて



社会の仕組みが生み出す
「生きづらさ」の背景

皆さん、こんばんは。ご紹介いただいた栗原彬で

す。私は北海道大学で、もうずいぶん昔ですけれど

も、政治学の先生たちに呼んでいただいて、政治学

の集中講義をしたことがございます。それから、こ

れはどのくらい前でしたか、この北海道大学の中で

水俣フォーラム主催の水俣展をやらせていただきま

した。１カ月ほどですけれども、水俣展がキャンパ

スの中で行われたわけです。そのときも先生や学生

さんたち、それから札幌の市民たちから大きな支援

を得ました。とてもいい水俣展をやらせていただい

たと思っております。

そういう水俣との関わりや、今、紹介していただ

いた宮﨑隆志先生とフィールドが重なるところがあ

るんですけれども、釜ヶ崎に行くというようなこと

があります。そういうことからこの「生きづらさを

超えて」というテーマをいただいたときに、今考え

ていることをお話しして、皆さんの考えるヒントに

なればいいなと思って、ここに来ています。

私は生きづらさ一般についてお話しする気はない

んです。しかも「生きづらさ」というものはないん

じゃないか。あるのは生きづらい人がいるというこ

とじゃないかと。生きづらい人がいるということは

確実ですね。それで、その生きづらい人に焦点を当

てたいと思ってきました。その生きづらい人、これ

はどういう人たちが生きづらいかということですけ

れども、社会的に排除される人たちが一番生きづら

いと言える。

つまり、生きづらさの局面というのは死に近づく

ことですから、死と生の間合いをすれすれで生き延

びているというような人ですね、そういう人が実は

一番苦しい。生きづらい生を営んでいる。だから、

そういう人たちが「生きづらさを超えて」という。

「その人たちが生きづらさを超えていく」。そういう

場合があるとすれば、私たちはそこから学ぶことが

多いのではないか。そういうふうに考えたいと思っ

ています。それで最初に社会的な排除の現実ですね。

これを押さえておきたいと思います。

そこから、「最も生きづらい生を生きている人たち

というのはどういう人たちなのか」ということを考

えたいと思います。最初にその社会的な排除の現在

ということで言いますと、これはお手元にある冊子

の７ページ以降、私のレジュメが載っておりますの

で、これをご覧になりながら話を聞いてください。

最初に「生きづらさの社会的排除の現在」という

ことで考えていきたいのですが、これはよく知られ

ているように、被差別部落、人種、性、職業、帰属

集団、そういうカテゴリーによる差別と排除ですね。

ただ、これは、今は大っぴらにはこういう差別はで

きないですよね。この前、橋下徹大阪市長の出自を

めぐって、『週刊朝日』がヘマをやりましたけれども、

あれも信じがたい差別です。メディアが今どきあん

なことをやるというのも、とても信じられない。

ですけれども、「そういう差別と排除は生き延びて

いる」という、そういう証拠でもあるわけですね。

この差別というのは、今でいえば「人間の文化の違

い」、「文化の差異」だからといって差別をする。排

除する。それから、「間接差別」があるんですよね。

これは就職のときなんかで、経験された方もあるか

と思いますけれども、今どき、つまり男性女性とい
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う性で、採用を決めるということはない。「表立って

は」ないですね。だけど、実際にそういう差別があ

るわけです。そのときの正当化する理由というのは、

仕事内容に即して、「機能から人を選ぶんです」とい

う話になる。いわば巧妙な抜け道をつくった形で、

相変わらずこういう差別、排除は生きているという

ことがあります。

それから２番目に、近代の産業と国家にとっての

「お荷物」です。「社会的不適者」という、非常に腹

立たしい言葉がありますけれども、これは19世紀か

らあったわけです。これは遺伝病の患者とか慢性病

の患者とか、精神病の患者、障害者、同性愛者も含

む。非行少年、外国人労働者、難民などですね。こ

れはヨーロッパの19世紀末の合意だと言われます

けれども、ヨーロッパの総人口の３分の１はこうい

う「厄介者」だという、そういう合意があった時代

です。

それで、この人たちをどうするか。その処遇です

ね。それがつまり「社会問題」、「ソーシャル・プロ

ブレム」という概念がありますけれど、これは19世

紀のまさに「お荷物」になる人たちをどうするかと

いうことをめぐって生まれた概念です。それで、欧

米で「断種」が行われたんですね。アメリカが一番

徹底していたわけです。それをヨーロッパも学ぶ、

ナチスドイツも学ぶということになる。そして、そ

れが引き金になってナチスドイツの「安楽死計画」

というのが生まれるんです。ユダヤ人のホロコース

ト、ユダヤ人のジェノサイドに先立って、この「安

楽死計画」が実際に行われたんですね。それで、こ

この1－2に挙げたような、こういう人たちが、全ド

イツの精神病院の、地下のガス室で殺されているん

です。1941年から1945年の間に７万人が殺された

と言われています。それから後に、ユダヤ人のジェ

ノサイドが起こるんです。このユダヤ人のジェノサ

イドだけがクローズアップされていて、その前の「安

楽死計画」が忘れられていると思います。これの延

長上の問題が、私たちが「バイオポリティクス」と

呼んでいる、「生命政治」の問題につながっていくん

ですね。

それから３点目です。これはアクチュアルなこと

ですけれども、グローバリゼーションの問題があり

ます。地球市場化です。これは労働市場の再編成を

伴っています。それから、IT の革新ということがあ

ります。これに新自由主義の政治が重なっています

ね。市民社会の内部に大きな亀裂が生じて、社会的

な格差と言われているものが拡大する。これが二極

分化になる。そして「新しい貧困層」が出現する。

だけど、上下に、そういうエリート層・富裕層と、

貧困層となっただけじゃなくて、「横に」貧困は広

がっていく。つまりカテゴリーを超えて、どのレベ

ルでもそういう貧困が生まれるという状況です。で

すから一番の問題は、「社会的なつながりが切断され

てきた」ということです。「つながりの貧困」という

ふうに言います。

こういう人たちを保護するとか、あるいは自立を

支援するとか、そういう建前によって作られている

法そのものが、こういう生きる権利への侵犯をして

いる。生きづらさを作っているということがあるわ

けです。労働者派遣法、これも改正が行われました

よね。だけど、あれはもう本当に抜け道が多くあっ

て、それを厚労省は、むしろ推進するというひどい

状態ですね。例えば日々の派遣に変えていけばいい

と。今までの派遣の実態というのは、結局変わらな

い。そういう「法の改正」が行われています。

自立支援という名目から
失われたコミュニケーション

そして、自立支援法。これも評判が悪いですよね。

自立支援法ができたおかげで障害を持っている人た

ちが、介護や介助を受けにくくなるということがあ

ります。それから臓器移植法、水俣病特措法、それ

から生活保護受給者の通院移送費を大幅に制限する

厚労省通知等々ですけど、こういうことを挙げると

切りがありませんけれども、要するにこれは「法に

よって、生きる権利への侵犯が行われている」とい

う事実ですね。

それから、グローバリゼーションとともに大きな

ことですけれども1－5、これは「優生学的な生命政

治による生命の選別と排除」ということです。これ

は公害とか薬害とか優生保護法、生殖技術、出生前

診断、脳死、臓器移植、安楽死、ヒトゲノム計画、

クローン、遺伝子診断、遺伝子治療、遺伝子組み替

え、人体市場、バイオ市場、それから、最近ノーベ
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ル賞で話題になっている iPS細胞ですね。iPS細胞

の持っている、つまりクローンを作り出す側面、こ

の側面というのがまったくメディアで議論されない

というのは、ちょっと不思議なことです。

さらには優生学と言っても、いわゆる「積極的な

優生学」という言い方があるんですけれども、それ

は「健康であらねばならない」という、これは「新・

テレームの僧院の格率」と私は呼びますけれども。

テレームの僧院というのはフランスの僧院なんです

けれども、そのテレームの僧院に、「自由でなければ

ならない」という格率が掲げられているんですね。

「自由であれ」と言うんですけど、「自由であらねば

ならない」というのは、これは何でしょうかね。つ

まり、「自由であることが強制される」ということで

す。それと似たようなことですね。「健康であらねば

ならない。」それが、国策として推進されているとい

うことですね。それは健康、幸福、安全の３点セッ

トです。それと全体主義的な健康ランドづくりが進

行しています。メタボの排除とかです。こういう問

題はひとごとではありません。こういうことがあり

ます。

それから、私たちが忘れがちなことですけれども、

1－6ですね。いわゆる「常識知」とかあるいは「一

般論」が、生きづらさの壁を日常的に作っていると

いうことです。よく言われます。「弱者への支援とい

うのは自立支援であるべきだ」と。それから、「生活

保護を打ち切れ」という、「自立を促せ」という方向

で。そのことによってどれだけ生きづらさを帯びて

いる人たちがいるかということです。

「成人したら自活しなければならない」という、こ

ういうことなんですね。この就職難の時代に、こう

いうことが言われている。これは当然、「働かざる者

食うべからず」ということになるし、生活保護への

引き締め、縮小という問題に重なってくるんですね。

ですから、そういう「常識知」、あるいは「一般論」

と呼ばれているもの、これがどんなに生きづらい人

たちを作っているかということです。

障害者が生きるためには、施設や設備を充実しな

ければならない。これは一般論として通りがいいで

すよね。だけど、実際にこれが進行しますよね。例

えば駅にエレベーターがなかったところにエレベー

ターを作る。そうすると車いすの人が駅の階段を上

るときに、今までだったら人の助けを借りていた。

だけど、エレベーターができた。それはすごく便利

になるわけですね。そうすると、車いすの人は自分

でエレベーターのボタンを押して上に行くわけです

ね。

そのときに失われたものがあるでしょう。それは、

「通りがかりの人たちがその車いすの人をみんなで

協力して助けていく」という、そういう接触ですよ

ね。そういうコミュニケーションがなくなっていく

んです。だから、便利になればなるほどそういうコ

ミュニケーションがなくなっていくと。これは障害

を持っている人にとっては、むしろ生きづらさにつ

ながっていくんですね。養護学校とかそういう施設

が充実していく反面、そこのことが忘れられている

ということだと思います。

それから、「分けた方が障害児のためにも健常児の

ためにもよい」という考え方。障害を持っている子

は障害を持っている子だけで、そういうクラスをつ

くった方がいいという考え方ですね。これは当面は

いざこざがなくて、通りがいいんだけど、少し長い

目で見てもらえば、こういうふうに分けちゃうとい

うことは、「排除と差別の構造化」ということになっ

て、やっぱり大きな問題だと思いますね。そういう

ことが挙げられるわけです。

今まで申し上げたようなことは、単発じゃなくて

そういう社会的な排除の重層化と包括性、つまり食、

住、衣、教育、福祉、アートという全面にわたって、

この問題が重なって出てくるということになるんで

すね。この全体を通じてこういう「つながりの乏し

さ」ということが、生きづらい人を作り出している

と言えると思います。

こういう社会的な排除を踏まえた上で、生きづら

い人、生きづらさに苦しんでいる人がいるわけです

けれども、それは例えば胎児性水俣病患者。確かに

彼らは、本当に不条理な水俣病、彼らに何の罪もな

いのに水俣病になる。それで一生苦しんで生きてい

く。新聞面などに固有名と一緒に出てくる、17名の

胎児性水俣病患者の重症例。17名はとてもよく新聞

でも取り上げられるんですね。

それで、慰霊祭などがあると、そういう胎児性の

患者が写真入りで出てくるんですね。それで、「生き

づらさを超えている」と、私たちは思うわけですけ
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れども。だけどその陰になってしまっている、実際

の胎児性の水俣病患者はたくさんいるんですね。同

時期にどのくらいの胎児性の患者たちが出たのか、

これは分かりません。ただ、1962年に認定された胎

児性の患者は16名なんです。それから1964年に４

名ですね。その後、約40名が認定されています。最

近亡くなった原田正純さんの確認では、66名の胎児

性の患者たちがいるといわれる。

だけど、実態はどうもそうではないようですね。

実際は200名を超えます。というのは最近、水俣病

特措法で申請が打ち切られたんですけれども、そこ

に６万を超える申請者がいるわけです。その人たち

の年齢を克明に調べていくと、そこに胎児性と同時

代、あるいは幼児性の、そういう水俣病患者がいる

ことがはっきりと分かると思います。そういう数と

いうのは、これはまさに膨大なものです。しかも重

症例だけが水俣病だと、そういうふうに本人も思っ

ていたんですね。だけど、そうじゃないんです。軽

症だけどやっぱり、つらいんですよ。だって、毎日

絶えることなく頭痛が続いているという状態です。

それは、つらいですよね。そういうことが見失われ

ている。だから「日が当たっている」苦しんでいる

人がいるとすると、「陰になる人たち」がいるという、

これはもうどこでも言えることなんです。

それから2－2、外見で分からない、だから理解も

支援もなくて見過ごされてきた苦しむ人たち。高次

脳機能障害、発達障害とか聴覚言語障害者ですね、

国内に約30万人いるといわれます。自閉症、人工透

析の障害者もそうですね。それから、民主的に訴え

る道が閉ざされているマイノリティー。これも枚挙

にいとまがない。それから可視化されたコミュニ

ケーション場面に、出てくることができない人々が

いるわけです。

例えば、仮設（住宅）で昼間、お茶会をやる。そ

うすると「せっかくボランティアの人たちがやって

いるんだから、出なきゃ悪いよ」ということで、お

母さんたちが声をかけ合って出てくるんですね。だ

けど、そのときに出て来られない高齢者がいるわけ

でしょう。その人たちのことなんですね。それから

日本語学校や、日本語ボランティア教室、日本語ボ

ランティアというのはずいぶん盛んなんですけれど

も、そこに実は日本語の勉強に出てくることができ

ない、貧しい外国人労働者がいるということですね。

この人たちにどういうことができるのか。そういう

問題です。「見えてこない人々」ですね。

それから、「加害と被害のグレーゾーン」にいる人

たちですね。権力、メディア、市民の政治的な言説

で排除される人たち。水俣病問題が起こったときに、

水俣の漁師たちが立ち上がったんです。それでチッ

ソという会社と交渉したんだけれども、らちがあか

ない。それで、構内に乱入したということがありま

した。それを漁民たちは「水俣一揆」と呼ぶんです

ね。一揆を起こしたんです。

「自分たちの言うことに耳を傾けない、そういう

チッソに対して自分たちは異議申し立てをするん

だ」と。これを一揆と呼んだ。これを新聞は「暴動」

と呼んだんです。「暴動」と呼ぶことでこの漁民たち

の活動が排除された。原発事故の「収束宣言」なん

かもそうですね。収束もしてないのに「収束宣言」

を出す。それから、沖縄のオスプレイの配備問題。

あのときも「安全宣言」ということを、前々から宣

言して、もう笑うしかない。だけれども本当は笑っ

てはいられない。

それから大きな問題です。2－7。認定判断基準の

操作で排除される被害者です。水俣病問題でこれを

取り上げてみると、いわゆる「ラッセル・ハンター

症候群」といわれている症状があります。その症状

が１つでもあれば、これは水俣病として認めようと

いう動きがあったんですね。それに水を差したのが、

1977年の水俣病認定判断基準。これは当時の環境庁

から環境保健部長通知が出されたんですね。これは

症状の複数化。つまり、２つ以上の症状がないと水

俣病と認めないという、要するに水俣病を厳しく認

定するということです。そのことによって認定棄却、

保留。その山が築かれたんです。認定者がどんどん

増えていたのが、その1977年の判断基準で、がくっ

と認定される人が減った。なくなっちゃったという。

本当にさじ加減ですね。要するにこれは政治のさじ

加減で、こういうふうにして排除される被害者が、

たくさん出てくるということになります。

原爆症の認定基準についてもそうですね。2008年

の全面改定でもって、爆心地から3.5キロ以内にい

た人を直接被爆者として認定しようということに

なったんです。それから被爆後、10日・100時間以
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内に外から市内に入った、それで被爆した入市被爆

者たちについても積極的に原爆症として認定しよう

ということが、その改定で決まったんです。だけど、

実際にこれが執行された場合には、何と爆心地から

1.5から２キロぐらい、それよりも遠くで被爆した

という人はもう認定がない、ほとんどゼロです。そ

れから、原爆症として認定する病気があるんですけ

れども、これも例えばがんとか白血病とか、こうい

うのだと診やすいんですけれども、白内障とか心筋

梗塞、こういうものも対象に加わっているんですよ

ね。だけど、これで認定された人はゼロです。病気

によってはもうまったく認めないという、そういう

厳しい判断になっているんですね。これも要するに

政治的な作意が働いていて、原爆症は認定しないよ

うにしようということになっているわけです。

こういうことを挙げると切りがないですが、森永

ミルクヒ素中毒事件という、これも忘れられない事

件ですね。「後遺症がない」ということを決めちゃっ

て、それでこういう中毒の判断基準、診断基準をつ

くっているんですね。「後遺症はない」ということに

決めて。だから、実際に後遺症があるのに、どんど

ん患者を切り捨てていったということがあるわけで

すね。これはミルク中毒ですから、乳児の当時から

14年ぐらいたって、14年目に初めてその後遺症が発

見されるんです。０歳児のときにヒ素中毒になった

人たちが後遺症でずっと苦しんで、14歳のときにそ

れが発見されるということだったわけですね。

それから2－8は、学校、職場、近隣で「分けるこ

と」で、当面の差別や排除は「見えにくく」なるん

だけれども、かえって社会の中にその構造が残って

いくということですね。こういうことがあります。

こういうのに付け加えることはたくさんあります。

例えば、先日ダウン症の出生前診断の話が出ていま

した。これは出生前診断で選別や排除される、未生

の命があるわけですね。ダウン症の出生前診断とい

うのは、妊婦の血液から胎児のDNA検査が行われ

る。そのことによって90何％という、精度の高い診

断が行われるということですね。

見えない生きづらさを超え
自分を可視化させる営み

要するに「見えない受苦者」がいる。「見えない生

きづらさ」を生きている人がいるんですね。こうい

う人たちが、その生きづらさを超える努力をしてい

る。そこから私たちは学ぶことができます。だから、

「見えない受苦者」がいるというだけでなくて、その

「見えなかった受苦者」が「自分を可視化する」。そ

してその「生きづらさ」を超えていく。そういう営

みがいくつかあるんですね。

それが水俣にもあるし、釜ヶ崎にもあるんですね。

それで、そのお話をしたいと思います。「生きづらさ

を超える」というときに、「ほとりに立つこと」とい

う言い方をしています。この「ほとり」というのは、

この脇、「ある人の脇に立つ」ということですね。「傍

らに立つ」ということです。「ほとりに立つ」という

ことは身体の動作、身ぶりを伴うわけですね。だか

ら、「身振りとして表現できる」んですね。だから、

遠くにいる人であってもその「ほとりに立つ」とい

う。私たちが、その「ほとりに立つ」という動作を

取ることによってですね、その「身振りとして考え

ていく」ということが、すごく大事だろうと思って

いるんです。

そのことによって初めて、「生きづらさを超えてい

る人たち」の営みというものが「見えてくるだろう」

ということです。最初に「地域で生きづらさを超え

る」ということですね。「地域で生きづらさを超え

る」。「わらじの会」というのが埼玉県にあります。

埼玉県の春日部市と越谷市にあります。東武伊勢崎

線のせんげん台という駅があります。それから越谷

駅ですね。そこで降りて、武里団地がありますけれ

ども、そこがだいたい舞台なんですね。都市化が進

行している。だけれども田園地帯が辛うじてまだ

残っている。そういう場所です。

「わらじの会」は、障害を持っている人と障害を

持ってない人が、「一緒に地域で暮らす」という営み

なんですね。これは資料に書きましたけれども、こ

の地域というのは差し当たり、まず家族ですよね。

それから学校であり、職場であり、そして区域です。

こういう地域で、そこに書いてありますように、「差

別や排除を抱え込む」。「差別や排除があって構わな
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い」と、そこから出発するんです。「差別や排除まで

含めてみんな一緒」。差別や排除があれば、これは当

然、その当事者から反抗が起こりますから、そうす

るとそこにぶつかり合いが生まれたり、せめぎ合い

が生まれるんですね。

だけど、せめぎ合いというのは、触れ合いと紙一

重です。だから「差別や排除、それがあっても構わ

ない」という、「それも引き受けちゃおう」というこ

とです。そこから、実は「せめぎ合いが同時に触れ

合いでもある」ということが出てくるんです。「一緒

に」ということになると、それは家族にとっても、

ご近所にとっても、あるいは学校にとっても、「地域

のしがらみ」としか言いようのないものが、やっぱ

り出てくるんです。そういう「しがらみという共生

の方へ」ということですね。

だから「共生」というのは、「しがらみそのもの」

で、そこをとらえ返して、地域をそこから編み直し

ていくということです。だから、本当に生きづらさ

を生きていた障害者たちは、「噤（つぐ）み部屋」に

噤むんですね。外へ出ないんですよ。障害を持って

いる人は、たいてい家族にも障害を持っている。だ

から、姉妹が障害、４人が障害を持っていて外へ出

ない。「噤み部屋」に噤んで、ひっそりと生きていた。

そういう人たちがこの「わらじの会」に触れて、外

へ出るようになったんですね。それで、結局、デイ

ケアとか、あるいは生活ホームとか、こういうもの

を次々に作っていきます。

それでまた、店も作るんですね。その全体が「わ

らじの会」というんですね。もう約10の、そういう

グループを抱えて、その総称を「わらじの会」と呼

んでいます。別にわらじを作って売っているんじゃ

ないですけどね、「わらじの会」という名称。1978年

からスタートしています。これがとりわけ学校で、

障害を持っている人と障害を持っていない人が一緒

に学校へ行く、学校に働きかける。ということを、

熱心に働きかけるんですけれども、そういうことを

ずっとやってきているんですね。

１人紹介したいのは、橋本克己さんという障害を

持っている人です。彼は1958年に生まれているんで

すね。ですから現在の年というのはお分かりかと思

いますけれども、彼は７歳のときに「就学免除」に

されちゃうんです。「学校に来なくていいよ」と、学

校から排除されたんです。それで家に閉じこもるこ

とになるんですね。彼はろうあです。それから弱視

ですね。「見えているんだ」と言う人と、「本当に見

えていないんだ」と言う人と、「見えてないふりをし

ているんだ」という、いろいろな説があるんですけ

れどもね。弱視であるということは変わりないです。

それから下半身のまひです。だから車いすですね。

そういう状態。おじいさんにたばこの火を押し付け

られたんですよ。それで、彼は狂って暴れたんです

ね。それがきっかけでいろいろなことで暴れるよう

になって、それから、家族の中のせめぎ合いの状態

の中で、ある意味、自己主張するんです。ものすご

い爆発をやって家中が破壊されるというような、そ

ういう状態です。そこから「共生」ということを考

えると言うんですから、これはすごいと。

この会の中心人物は山下浩志さんという人ですけ

れども、克己さんがこういうふうに爆発すると、呼

ばれてやってくるんです。そうするとぱっと収まっ

ちゃうという。克己さんはミニカーなんかを持って

いてきちんと並べていく。それで手のひらで触って

傷があると、「新しいミニカーを買ってこい」と家族

に言うんですね。その対応が遅いと、また荒れ狂う

という、そういうことが繰り返されている。

だけど、1978年に「わらじの会」がスタートする

んですが、そのときに克己さんはこの「わらじの会」

に入るんですね。初めて外に出るんです。それで、

ミニカーだけで触れていた実際の電車に乗ることが

できるんです。せんげん台駅から。先ほどちょっと

言いましたけど、せんげん台の駅というのは大階段

なんですね。急な階段。それで、エレベーターもエ

スカレーターもないんですよ。昔はそういう状態

だったんです。

それで、その階段の下で彼は車いすを止めて、ほ

とんど見えない目で、じっと上を見上げているんで

す。そうすると、通勤の人や通りがかりの人が、やっ

ぱり目をとめるんですよ。それで、「上に行きたい

の？」と言って、４～５名でその車いすを抱えて、

その階段を「よいしょ、よいしょ」と上っていく。

そういうふうにして彼は電車に乗ることができて、

また降りるときに人の助けを借りて、自分の行きた

いところに行くんですね。これを日課のようにして

いる。そういう生活を送っているんです。
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彼はよく国道16号や４号バイパスを行くんです

けれども、そのときに何とその国道のど真ん中を、

手こぎの車いすで行くんですよ。そうすると当然渋

滞になるでしょう。ですから、よくこの国道16号と

４号バイパスというのは渋滞が起こる。渋滞が起こ

ると必ずその先頭に克己さんがいるという。だから、

そんなこと知らないで、克己さんと知らないで、た

またま、そこを通ったトラックの運ちゃんなんて、

怒るわけですよね。プープーと警笛を鳴らすんです

けど、克己さんはろうあですから聞こえない。へっ

ちゃらで悠々と国道を行くわけですよね。

そうすると地元のタクシーの運転手は、「車いすが

今、国道16号にいます。迂回してください」という

連絡をするんですね。そういうふうにして、地域が

共存できちゃうんですよね。だけれども、時々はやっ

ぱり衝突も起こるんです。車とぶつかったり、車か

ら降りてきて、ぶん殴られたりして。そうすると血

が「どばっ」となるんです。そうするとそういう状

態、そのことを彼は「絵日記」に書くんですね。そ

れがずいぶん有名になっちゃったんですけれども、

自分の血が「どばっ」という状態を絵に描く。非常

にユーモラスなんですね。そういう人がこの「わら

じの会」にいるんですよね。

こういうふうにして、「地域が自然に助け合う」。

それができていくんですよね。それで、それが今度

はご近所に広がるし、さらには学校にも…というふ

うにして。山下浩志さんはこういうのを「ナチュラ

ル・サポート」と呼ぶんです。「自然なサポート」、

「ナチュラル・サポート」が、その地域づくりの根幹

なんだという考え方です。

デンマークのバンク・ミケルセンという人がカリ

フォルニアに行くんですね。そこで大規模な障害者

の収容施設の「悲惨」を見るわけです。それで、帰

国してから「ノーマライゼーション」を提唱するん

ですね。しかし、「ノーマライゼーション」というの

は、山下さんたちに言わせると、「分けた上で、一緒

にやっていく」と。「だけどこれではナチュラル・サ

ポートは生まれないんじゃないか」と。

それで「分けずに一緒に」。これはもう本当に１つ

の哲学ですよね。それを学校、職場、地域でやると

いうふうになっていくわけですね。そうすると福祉

的な支援というのは、そういうふうにして地域に生

まれる「ナチュラルサポート」を、いわば「側面か

ら支える」という意味付けになりますね。これが、

地域で生きづらさを超えていく「わらじの会」の営

みなんです。

それから釜ヶ崎でも、似たような努力があります。

3－2です。この場合には「小さな公共性で生きづら

さを超える」。例えば釜ヶ崎で夜回りをします。夜、

野宿している人に「差し入れ」をして差し上げるん

ですけれども、こういう人たちが「小さな公共性」

をつくっていると言えると思うんですね。それで、

野宿している者同士のせめぎ合いと、せめぎ合いと

すれすれの触れ合い、助け合いというものがあるん

ですね。これは「小さな公共性」と呼んでいいと思

うんです。

ここに「シスター・マリア・コラレスからの聞き

取り」という話が出ています。夜回りでリヤカーの

上で人が寝ていた。だから、起こさないようにおに

ぎりを置いていったんですね。このシスターがです

よ。おにぎりを置いていった。それでほかを回って

いって、そこへまたたまたま戻ったんですね。通り

がかった。そうしたら、リヤカーの上のおにぎりが

消えているんです。リヤカーに寝ていた男はもう目

を覚ましている。そういう状態だったので、「ここに

おにぎりを置いたんだけど」と言ったら、「いや、そ

んなものは見てない。そんなものはなかった」と男

は言うんですね。それで、このシスターは、「次に配

るときは、今度は見えないように隠して置いておく

から」と言ったんですよ。そうしたら、この男がマ

リアの顔をじっと見て、こう言ったというんですね。

「何でそんなことを言うのか。たまたま通りかかった

人がおなかがすいていた。だから食べた。それでい

いじゃないか」と。

これはすごいと思いますね。だけどこれは一方で

は、「盗られた」という事実がある分けでしょ。油断

もすきもならないですよ。そういうふうに取ったり

する。まあ、せめぎ合いの側面というのが一方にあ

るわけですよね。だけど、他方でそれと背中合わせ

のように、これも「ナチュラル・サポート」と言う

んですかね。そういうことが行われているというこ

となんですね。こういうのを「小さな公共性」と呼

んでいいと思います。こういうことが積み重なって

いくんです。だからありむら潜さんの「居住の10段
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階」という、よく知られているプランがあって、こ

れが実際この地域づくりの要になっているんです。

それはホームレスの人たちへの支援ということ

と、地域づくりとを結び付けるというプランですね。

だけど居住の10段階というプランが生まれる「基

盤」があったと。それが今申し上げたような「小さ

な公共性」です。これは寄せ場に行けばけんかにな

ります。そういうせめぎ合いと対立と、そういう相

克と排除し合いです。こういう「ナチュラル・サポー

ト」と背中合わせになって。だから、ここから出発

するしかないということですね。そういうことが、

この「小さな公共性」についても言えると思います

ね。

当事者起点のアートこそ
「異交通」をつなぐ接点

それから3－3です。「アートで生きづらさを超え

る」。これはもう本当に、釜ヶ崎でも見ましたし、福

島でもまた見たわけですね。そこに挙げてあるのは

福島の「フェスティバルFUKUSHIMA 」、それか

ら「福島大風呂敷」というパフォーマンスです。そ

こに書いてあるように、2011年８月15日という日

付を持っています。福島市の郊外でこの音楽祭が行

われたんですけれども、このときの呼びかけ人とい

うのは、福島高校出身のアーティストたちなんです

ね。

音楽家の大友良英、それから元スターリンの遠藤

ミチロウと、それから詩人の和合亮一です。この３

人が呼びかけ人なんですね。それでこの呼びかけに

応えたのが坂本龍一とか、二階堂和美とか、遠藤賢

司とか、頭脳警察なんかですね。こういう人たちが

みんなノーギャラで支援したんです。非常に何か楽

しくて大掛かりなステージになったようですけど、

その際も音響とか、照明とかステージ運営とかいう

のは全部手弁当ですね。ただ、仮設トイレとかステー

ジ設営とか飲食、交通整理、こういうのは地元の業

者に頼んだと。

地元の業者がもう仕事がまったくなくなっちゃっ

て、かつかつに生きているという状態のときに、業

者に仕事を回したんですね。そんなわけで成立した

音楽祭だったんですけど、その音楽祭のときに観客

が座る芝生、広大な芝生です。そこに「福島大風呂

敷」ということをやったわけです。それは会場の芝

生の上に縫い合わせた風呂敷を敷き詰め、風呂敷自

体の大きさがだいたい決まっていますよね、あれを

みんなが持ち寄って、それを縫い合わせるんですよ。

それをその会場一面に敷き詰めると。6,000平方

メートルの巨大な風呂敷１枚が地面を覆ったんです

ね。

これをそのスタッフと出演者と観客と、それから

市民がみんな総動員でこれを縫い合わせて、広げた

ということがあります。こういう風呂敷１枚ですよ。

風呂敷って薄いですよね、１枚のその下はセシウム

がどっぷりでしょう。ですから、これは衣服がセシ

ウムに汚染されるのをある程度防げると言ったのは

木村真三さんなんですね。放射線衛生学の人で、放

射線マップを作った人ですよ。彼が主催者の１人に

入っていて、こういう福島大風呂敷というプランを、

彼自身が提案したようですね。

これは考えてみると、とっても見事な仕かけなん

ですね。放射能というのはそもそも「見えない」で

しょう。だからこの「見えない」ものを、こういう

ふうに大風呂敷を広げることで「可視化をする」、そ

ういう絶妙な仕かけになっていたんですね。しかも

これは「布１枚を隔てて放射能とともに生きる」と

いう、そういう福島の人たちの「日常」なんですよ。

それを来た人たちが経験すると。同時に、これは逃

げようのない１枚の風呂敷ですよね。１枚の大風呂

敷、その上に同乗者として乗っているという構図で

すよね。まあ、ノアの方舟なんかを思い浮かべるの

ですが、こういうパフォーマンスをやったのですね。

また、これもよく知られていることですが、釜ヶ

崎の「むすび」の紙芝居劇があります。紙芝居劇、

これは平均年齢が85歳の、野宿もしていたことがあ

るような人たちが集まって、紙芝居劇を自分たちで

作って上演するんです。これの作り手が浅田浩さん。

しかし浅田浩さんがお亡くなりになったんですね。

以降、新作は生まれていないんですけれども、浅田

さんはいくつもの傑作な紙芝居を作りました。その

１つがここにあげてある『ねこちゃんの人生スゴロ

ク』ですね。

私もいくつかの紙芝居を見ましたけど、これはと

てもよくできている紙芝居なんですね。紙芝居を見
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せながら、役割をみんな年寄りが担うんですよ。と

きには仮面もつけるんですけど、そこでねこちゃん

がどうこうしたなんていうことが、絵の上で進行す

ると、こっちでねこ役の人がちょっと踊って見せた

りするという。そういう結構楽しい劇ですね。ねこ

ちゃんが仲良しの女の子のぶんちゃんと、はぐれ

ちゃうんですね。迷子になっちゃうわけです。

それで、ねこちゃんはぶんちゃんの居所を探しに

行くんですが、最初にアリさんに出会う。アリさん

に「ぶんちゃんがどこにいるか教えて」と言うんで

すけれども、アリさんは「あそこにいるよ」とか、

「どこそこに行くといるよ」とか教えないんです。

「真っすぐどこまでも歩き続けるといいよ」とか、そ

ういうふうに言うんですね。それで、真っすぐ歩い

ていくと今度はコアラに出会う。コアラに「ぶんちゃ

んがどこにいるか教えて」と言うと、やっぱり教え

ないんですよね。それでコアラですから「ゆっくり

行くといいよ」なんて言うんです。そういうふうに

していろいろな動物と出会う。その都度その動物ら

しさで、教えるんじゃなくて「こうするといいよ」

という「身振り」を教えるんですね。これはずっと

見ていると笑えるんですけど、実は、その紙芝居劇

を作った人たちの、ある意味「人生の投影」なんで

す。アリみたいに一生懸命やってきたなんていう人

がアリさんの役をやるし、コアラみたいに「ゆっく

り行けばいいんだよ」という、そしてやっぱり路上

生活だけど、「とにかくゆっくり生きてきたんだよ」

という人が、自分の人生を投じて紙芝居劇をやるわ

けですよ。

だから、これはもう本当に平均年齢85歳のお年寄

りたちの人生が、まさに投影されているんです。そ

の人の「存在の現れ」としてのアートですよね。そ

ういうものがずっと語られていくんですけれども、

そうすると最後にやっぱりぶんちゃんを見つけるこ

とができるんです。カラスのくろちゃんに聞くんで

すよ。そうすると、教えてくれないんです。だけど

「高いところに行くと見つかるかもしれないよ」と言

うんですね。このことはとても大事な問題を含んで

いて、つまり、そのねこちゃんが当事者でしょう。

当事者が自分で見つけなくちゃいけないんです。そ

れを、「側面からサポートするだけ」ですね、だから、

「主体」はあくまでも「ねこちゃん」なんです。ねこ

ちゃんが主体。

出会う動物たちが、そういうふうにして、ねこちゃ

んの「主体性を支える」んですよね。アシストする

んです。そういう構図がとってもよく出ていて、こ

れは浅田浩さんの傑作紙芝居劇だと思いますね。こ

れはよく上演されますので、ご覧になった方もい

らっしゃると思います。福島だったり釜ヶ崎だった

り、こういうアートというのはどういう特徴を持っ

ているかというと、いくつかのポイントがそこに抜

き出してありますけれども、何をさておいてもこれ

は「当事者起点」ということです。当事者が出発点

です。福島高校出身のアーティストたちが呼びかけ

人になっているわけですね。そういうふうにして「当

事者起点」で始まっている。誰かが外から持ち込ん

だということじゃないということですね。

第２は「共助」とか「つながり」。「共助」とか「つ

ながり」ということが、やっぱりそこに求められて

いるということですね。それから、「歓待」と「異交

通」。「歓待」です。「やってくるものを拒まない」ん

ですね。それから「異交通」という、ちょっと耳慣

れない言葉であるかもしれません。これは、何と言

いますか、「異なるコードを持っている者同士が交通

する」。そうすると、非常にクリエイティブなものが

生まれる構図です。この「異交通」と対立するのは

双交通です。双方の「双」と書いて双交通。双交通

というのは、これは私たちが普通にいうコミュニ

ケーションということですね。これは同じコードを

持っている者同士が、コミュニケーションをすると

いうことです。

例えば沖縄の問題をめぐって、本土の者と本土の

者が「オスプレイをどうするんだ」という話をして

いく。そういうときには、本土の文化コード、それ

が強められていくでしょう。沖縄というのは置き去

りにされる。だけど、そのときに、沖縄の人と本土

の人とがコミュニケーションをする。そうすると「異

なるコード」を持っているわけですから、最初はも

ちろん対立も出るんです。「それを超えていく努力」

があるんですね。

釜ヶ崎もそうだったんです。最初は労働組合みた

いなものと、それからドヤ街のドヤを経営している

人たちは、もう本当に水と油みたいに対立していた

んですね。だけどそれが、ありむら潜さんの仕かけ
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で、一緒にその場所に集まって話をしていく中から、

まさに「異交通」が生まれたんです。それが結局、

「居住の10段階」の発想に結び付いていったんです

ね。だから路上生活からアパートに入れるような、

「居住の10段階」というのを作っていくわけです。

そういう作り方、これは「異交通」といいます。

これはすごく重要な問題だろうと思います。とりわ

け排除されている人たち、例えば障害を持っている

人と、それから障害を持ってない人とのコミュニ

ケーション。特にこれは「異交通」というふうに考

えた方がいいと思います。「異交通」として成り立っ

ている。それを、障害を持ってない人と障害を持っ

てない人が相談して、双交通をやって、それで障害

を持ってない人に都合のいいようなものを作ってい

くという。そういう施設の方向性に対して、そうじゃ

ない、「異交通」でやっていこうよという。

そうすると、そこには差別もあるかもしれないし、

せめぎ合いもあるだろうと。だけど、それが同時に

「共生」、「ふれあい」の糸口だと。山下さんたちの「わ

らじの会」のように。そういうものを念頭に置いて

いただくと、その「異交通」ということが分かると

思います。私たちが仮に同じコードを持っている場

合であっても、それは個人によって違う。その「違

い」を尊重しながらコミュニケーションを取ってい

くということもできるんですね。

だからこういう「歓待」と「異交通」はすごく重

要です。それから、そこには必ず「離脱と関係の物

語」が含まれています。「離脱と関係の物語」という

のは、釜ヶ崎なら釜ヶ崎、春日部市なら春日部市と

いう、そういう地域をめぐって、あるいは家族をめ

ぐって、人が離れていったり新しい関係が生まれた

りする。そういう物語をアートが含んでいるという

ことです。

主体性を守りながら
サポートに徹する意味

それから、「ブリコラージュ」です。これは本当に

手元にある素材で「でっち上げ」ていくんですから、

「ブリコラージュ」の面白さ、よさがあります。そこ

には必ず「身振り」が伴うし、「ハビトゥス」という

のは「慣習行動」と訳しますけれども、この「ハビ

トゥス」を変えるということが出てくるんです。だ

から、先ほども申し上げたような『ねこちゃんの人

生スゴロク』なんかの場合も、「誰それを捜している。

教えてくれない？」といったときに、「ああ、そこに

いるよ」とか、「何丁目の何番地にいるよ」と教えて

しまうのではない。そこに行くために「この道を真っ

すぐ行くといいよ」とか、そういうふうにサポート

する。その人の主体性を、「当事者の主体性をサポー

トする」ような、そういう「ハビトゥス」をこうい

う場所で新しく、また作っていくということが重要

なんですね。「ハビトゥスの組み替え」ということで

す。そういうことが行われていきます。

これはまた後でお話をしたいと思っていたんです

けど、夏目漱石の『硝子戸の中（うち）』という晩年

のエッセー集があります。あれはすごく面白い本で

すね。今、何度目かな、ずいぶん読み返しているん

ですけど、その中に、学生時代に親友だった太田達

人という、Ｏ君、「Ｏ」と読む、その人が何十年ぶり

かで夏目漱石の漱石山房を訪ねてくるんですね。漱

石の方はもう巨匠ですよ。大作家で。それで、何十

年ぶりかで訪れたそのＯ君というのは、北海道に

行ったり、さらに樺太に行ったりとか、そういう辺

境の地にばっかり生きるんです。そこの校長先生を

やったりして。それが上京してくる。何十年ぶりと

いうわけです。

そういう状況の中で、夏目漱石はいつものように

漱石山房の客間でＯ君を迎えるんです。そのときに、

座り机、テーブルがあって、それに向かい合わせで

座布団が敷かれている。それで、こっちの、片一方

の座布団のところに正座して、夏目漱石が客を待つ。

そうするとそのふすまをＯ君が開けるんです。が

らっと開けて顔だけのぞかせて、「いやに澄ましてい

るな」と言ったんですよ。「いやに澄ましているな」っ

て。

そうしたら、夏目漱石は思わず「うん」と言っ

ちゃったんですね。「うん」と答えちゃった。要する

に自分がある意味、からかわれたわけですよね。澄

まして客を迎えるという、「いつも通りのハビトゥ

ス」なんです。そこには、やっぱりどこか権威主義

的な匂いがあったんでしょうね。太田君がそれを鋭

くかぎつけるわけです。「巨匠」ともてはやされて、

「あんた、偉くなっちゃったね」と。こういう感じで
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すよ。だからそれを、「いやに澄ましているな」と一

言。

その権威主義的な「ハビトゥス」が、がらがらっ

と崩れるわけです。崩れた。だから「うん」と答え

る。答えた後に、「その時透明な好
い
い心持がした」っ

て書いてあるんです。だから自分のそういう権威主

義的な客の迎え方、そういう姿勢そのものが、やっ

ぱり彼の中でどこかで自分としてもいやな側面とい

う感じは持っていたんじゃないですか。だけど、そ

ういうところに「ハビトゥス」を軽く打ち破られて、

それで「うん」と答えた。「うん」と答えたときが、

まさに「自分のハビトゥスが破れた瞬間」ですね。

そういう「身振り」と「ハビトゥス」です。

「ほとりに立つ」意味を
ローカルとグローバルで考察

それから「地域性がありながら地域を超える。」あ

る意味、地域に固有なんです。だけどそれを「超え

ていく」という側面があります。これは人間として、

どこに行ってもあるという、そういうもの。その意

味では、「ローカルなもの」と「グローバルなもの」

が結び付いている。そういうものが「アート」の中

の１つの大事な軸になっているんですね。

今言った『ねこちゃんの人生スゴロク』のような、

こういう「苦しんでいる者の当事者性、主体性」と

いうのを大事にする。それをアシストすることは「で

きるだけだ」、「ほとりに立つこと」は「できるだけ

だ」という、そういうことを実は教えてくれている

でしょう。このことというのは、別に釜ヶ崎にとど

まらないんですね。釜ヶ崎発なのだけれども、これ

は実は「どこでも」あり得る。実際に生きづらさを

超えていくというときの、１つの大事な視点である

わけです。

こういうことも含めて、「ほとりに立つことで生き

づらさを超える」。ここでは「ほとりに立つこと」と

いうのを、例えばケアとかアシスト、ボランティア

と、そういうものを考えたらいいです。ケア、アシ

スト、ボランティアです。そうすると、まず「バナ

キュラーなもの」から考えなくちゃならないだろう

と思います。「バナキュラー」という言葉は、「根づ

いているもの」と「居住」という言葉がそこに結び

付いた、「土着」というふうに訳すんですけど。僕の

お師匠さんの１人ですけど、イヴァン・イリイチが

この「バナキュラー」という言葉の大切さを教えて

くれたんです。彼の言い方だと「バナキュラー」と

いうのは何か。「バナキュラー・ドメイン」と言うん

ですけど、彼は「バナキュラーな領域」というのは

「互酬によって営まれている暮らし」のことだと言っ

ています。

「互酬によって」なんて言っていいのかなと思いま

すけど、「レシプロシティ（reciprocity）」ですね。

これは、カール・ポランニーを踏まえて言っている

んです。カール・ポランニーの人類学の、１つの大

事な成果ですけれども、人類史の上でこういう経済

行動として、あるいは同時に社会行動として「贈与」

から始まっている。「贈与」と「互酬」。「互酬」とい

うのは「お互いに贈与の交換」ですから、今の香典

返しみたいなものですね。そういう「互酬」。それか

ら「再分配」。一定の場所に資源を集めてそれを「再

分配」する。こういうやり方。それから「市庭」で

す。この「市庭」というのは「祝祭」を含んでいる

し、「贈与」を含んでいる。「交換」という側面はも

ちろんありますけれども、だけどここまでが「平等

主義の社会過程」だと彼は言うんですよ。そこでは

経済過程と社会過程が一致している。

だけどここで「市場交換」が始まると「不平等な

社会が生まれる」という、そういう構図です。「市場

原理」にこれだけ支配されている中でも、私たちは、

「贈与」とか「互酬」とか「再分配」とか、こういう

ところで実は生活している部分が「かなり」ありま

す。

例えば、「子どもを育てること」ですね。あるいは

「家族が一緒にいる」ということとか。これは「市場

原理」では説明がつかないですよね。もちろん、「こ

の子をアイドルに育てて将来もうけよう」という親

がいるかもしれないけど、それは「市場原理」にのっ

とっていることになるでしょう。だけどたいていは

「子どもを育てる」ということでは、ほとんど「贈与」

といった意味ですね。そういうことなんです。

私たちが「互酬」によって営まれている話で、こ

れをヘンダーソンという環境経済学の学者は、「私た

ちの生活の中で７割がそういう贈与とか互酬によっ

て生きている」と。「市場原理が支配しているとはい
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うものの、市場原理で生きているところはたかだか

３割程度だ」と。こういうことを言っています。私

たちは本当に「市場原理」で目一杯になっている側

面はありますけれども、実はそうじゃないんですね。

だから実際、散歩して歩いてきたり、それから悪天

候の中でわざわざここに足を運んでいただく、こう

いうのも１つの「歓待」であり、「贈与」であるかも

しれないですね。

そこの道端に花が咲いている。それが、「ああ、美

しい」と思うこと、こういうのはまさに「贈与」な

んですよね。「市場原理を超えているもの」がいくら

でもある。そういう部分を「バナキュラー」という

言い方で捉えている。「バナキュラーなもの」という

のは、これは「人間の生存のすれすれ」のところで、

生をきわどく支えていく。そういうラインに沿って

点滅していくようなものです。だから土地に「固有」

のものなんですけれども、同時に「どこにでも」あ

る。だから「子どもを育てる」ということはそうで

しょう。春日部市で子どもを育てるというのは、こ

れは「ローカル」。釜ヶ崎で子どもを育てるのも「ロー

カル」。だけど、それは「子どもを育てること」とい

うことで言えば、「グローバル」なことなんです。そ

ういうことなんです。

せめぎ合いの中から
思考が動き始める

そういうことを考えると、結局「シャドウ・ワー

ク」という「賃労働を補完するタダ働き」、主に家事

ですけれども、そういうものが、実は中に「バナキュ

ラーなもの」というのを含んでいるんです。だから、

「シャドウ・ワーク」というので全部流してしまうの

ではなくて、現実の中でも「市場原理とせめぎ合っ

ている」、そういう「バナキュラーなもの」というこ

とで、それを「救い出していく」ということは重要

なことになってきます。

そのときに、「バナキュラーな言葉」が大事になり

ます。水俣の場合には「もやい」という言葉です。

水俣の漁師の日常語です。むしろ動詞で使います。

だから、「お寺にもようて（もやいて）行こうもんな」

と言うと、「お寺に一緒に行こう」ということです。

そういう「連なっていく」、「つながっていく」とい

う意味です。そういう「もやい」という言葉は日常

語なんですけれども、水俣病闘争をくぐって、「自分

たちが生きづらさを生きる」、「生きづらさを超えて

いく」というときに、この「もやい」という言葉が

大事な手がかりになるんですね。それで「市民との

間のもやい」とか、「患者同士のもやい」とかって、

そういうふうに使います。

それから、「のさり」という言葉があります。「の

さり」というのは「たまもの」、「贈り物」という意

味です。「贈与」とか「歓待」を表します。ですから

この場合に、「水俣病は『のさり』」というふうに言っ

たりするんです。水俣病というのは「不幸」でしょ

う。「不幸のもと」じゃないですか。そういう「あし

きもの」を「迎え入れてしまう」んですね。だけど、

「水俣病を患うこと」で「人間とは何か」とか、「近

代とは何か」とか、「生まれてから一度も考えたこと

がないようなことを、考えるようになった」と言う

んですよ。

「人間的であること」をどういうふうに感じ取っ

て、またそれを行為に表していくことができるか。

そういうふうに「思考が動いていく」んですね。そ

うすると、水俣病というのはそういう不幸な側面ば

かりじゃない。「本当に自分たちにとって大事なもの

も、また教えてくれた。これは『のさり』だ。」と言

うんですね。そのような使い方をするんです。

それから、飯舘村の「までい」。これも１つの「身

振り」でしょう。「丁寧に手間暇かけて何かをするこ

と」です。「までいで飯を食う」というのは、「時間

をかけて、作り手が心を込めて作ってくれる。だか

らそれを丁寧に、お米の一粒も余さずゆっくりと会

話を楽しみながらおいしくいただく」ということで

しょう。「までい」という言葉は非常に大事ですけれ

ども、これはもう完全に「市場原理で生きていく」

とか、あるいは「交付金で生きていく」とか、「交付

税で生きていく」とかそんな生き方に対して「そう

じゃない」。ある意味で、やはり「自律」。「自律」し

たそういう生き方をしていくときの、「生き方」であ

るわけですね。いまやこの「までい」は、ほとんど

全国版になりましたね。

それから「『シャドウ・ワーク』の中に『バナキュ

ラーなもの』が生き続けている」ということと、「誰

もがみんなお母さんの子どもである」ということ。
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これは、「『子どもを育てる』ということが『バナキュ

ラーなこと』」との関連で、エヴァ・フェダー・キテ

イという人がいます。アメリカの学者ですけれども、

彼女が書いた『愛の労働あるいは依存とケアの正義

論』という本があります。これはとても面白い本で

す。この中での著者のエヴァ・フェダー・キテイが、

子どもの頃に食事のときにお母さんが来ないんです

よ。遅れて食事に参加するので。キテイは「何でお

母さんはみんなと一緒に食事をしないの？」という

ふうに聞くんです。そうするとお母さんは、「私だっ

てお母さんの子どもだったのよ」って言うという。そ

のことの意味が分からなかったんですね。

だけどキテイは結婚して子どもを産んで、その子

が障害を持っている子で、その子を育てながら「初

めてお母さんが言ったことが分かってきた」という

んですね。「誰もがこの世に生まれている限りは、そ

のお母さんの子どもである」ということです。子を

産み、子を育てるということ、それのある種の根源

性を言っているわけですよ。だけどこれは同時に、

「そこにボランティアリスティック・モデルをそこか

ら引き出すことはできない」と。ロールズの正義論

を支えているような、「自立した人間が、自由であり

かつ平等である」といくら言われたって、実際に「オ

ギャー」と生まれてくるその子というのは、お母さ

んとの関係で言えば「非対称的な関係で生まれる」

しかないんです。

だからその出発点は、「バルネラビリティー・モデ

ル」を考えなくてはいけないということになります。

これはもちろん、両方必要なのですけれども、「バル

ネラビリティー・モデル」というのは「依存」とい

うことです。「非対称的な関係」であって、「依存せ

ざるを得ない」。そこから出発していくということで

す。そうすると、生まれてくる子どもの「ほとりに

立つ」という人が必要になってくる。その「身振り」

が必要となるわけです。ケア、アシスト、ボランティ

ア、こういうものにつながっていくわけです。

こういう「ほとりに立つ」という「身振り」を制

度化したものが、いわゆる、福祉の中の介護とか、

ケアとか、介助というようなことになるわけです。

だけど、そういうものというのは、一度制度化され

て、それがもう一回、身体に戻されてこないと実際

のケアにもサポートにもならないでしょう。ですか

ら、それは「身振り」から始まるけれども、制度に

なりっぱなしじゃなくて、もう一回、「再身体化」さ

れなければいけないんです。それが「ほとりに立つ

こと」という「身振りに戻る」ということです。

それから「隣る人（となるひと）」。菅原哲男さん

という養護学校の校長さんだったと思いましたけれ

ども、芹沢俊介さんの友人なんですけど、その人は、

「思春期までに子どもが自分の中に隣る人（となるひ

と）を作らなければならない。それが子どもの課題

なんだ」ということを言っていて、とてもいい言葉

だと思います。「時間軸」の中で、「ほとりに立つこ

と」ことを考える視点が大事だと思います。「ほとり

に立つ」という行為が、「横に広がる」というだけで

はなく、それが「時間軸」の中でも「ほとりに立つ」

ということは、「身振り」が生きづらさを超えていく

上で、とても大事になると思います。

「ほとりに立つこと」というと、これはすぐ「隣人

愛」ということが浮かぶんですよね。実際、これは

「隣人愛」の例え話で、『ルカによる福音書』の「善

いサマリア人」ですけど、これはとてもいい話で、

よくできている話なんですね。だけどこれを「書き

換える必要がある」ということなんです。どういう

ふうに書き換えるか。

イエスを試そうとして、ユダヤの律法の専門家た

ちはいろいろな質問を投げかけるんです。それで「隣

人とは何か」という問いが出てきて、それに対して

イエスが例え話をするんです。いつもこういうふう

にイエスは、問いに対しては問いで答え、あるいは

さらなる問いに対しては例え話を語るんです。

それはこういう話です。ある人が、これはたぶん

ユダヤの商人です、旅の途中で追いはぎに襲われる

んです。追いはぎに襲われて服をはぎ取られて、殴

りつけられて半殺しになって横たわっているわけで

す。そこに、ユダヤの祭司がやって来たり、レビ人

もまた通るんだけれども、このユダヤの長老たちは

みんな倒れている人を避けて通っちゃうんです。こ

のときの解釈にいろいろな解釈があります。「ユダヤ

の人たちは、死体とか死に近づいている者を遠ざけ

るという、そういう習慣がある」というような言い

方をするんですけれども、そうじゃないと思います。

これはやっぱりユダヤ人が倒れている人を避けて

通っちゃう。そういう事実だけが残ります。
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そこに旅をしている、あるサマリア人が、その倒

れている人を見て、「その人を見て憐（あわ）れに思

い」とありますね。下から６行目ですか。『聖書』の

新共同訳では「その人を見て憐れに思い」という、

これは「憐れに思い」というのが、もともとの言葉

でいうと、「スプランクニステ」という言葉ですから、

「断腸の思いに駆られて」、「内蔵をわしづかみにされ

るような思いに駆られて」と訳すべきです。「憐れに

思い」なんて、こんな情けない日本語にされては困

るんですね。その人を見て「断腸の思いに駆られて」、

近寄って傷に油とぶどう酒を注ぎ、包帯をして自分

のロバに乗せて宿屋に連れていって介抱した。翌日

になると、その宿屋の主人にデナリオン銀貨２枚を

取り出して、主人に渡して、「この人を介抱してくだ

さい。費用がもっとかかったら帰りがけに払いま

す。」と言って、このサマリア人は去るわけですね。

こういう話なんです。

善いサマリア人に見る
つの「身振り」とは

これが、つまり「隣人愛」の構図なんですけれど

も、ここでレジュメに書き出したような４つの行為、

４つの「身振り」が析出される。これは「異交通」

ですけれども、最初、人を「見る」。そこに「出会い」

がある。異なる人です。明らかにこれはユダヤ人と、

それからユダヤの商人、傷ついているユダヤ人、そ

れとサマリア人です。サマリア人というのはユダヤ

人から差別されている、そういう存在です。だから

明らかに「非対称的な関係」なんです。これでもし

交通が成り立つと「異交通」でしかない。

それから第２は、「応答行為」があることです。ケ

アとかアシストを実際にやったわけです。それから

第３に「ネットワーキング」って、これは何かといい

ますと、このユダヤの商人を救うのに、サポートす

るのに宿屋の主人を巻き込んだでしょう。デナリオ

ン銀貨２枚を差し出した。これはもちろんお金です

から、市場原理って考えるべきなんです。市場原理

の介入が確かにある。だけどこれは同時にお金を渡

すことで、１つの「公共圏の立ち上げ」になってい

るんです。そういう両方の側面があります。このネッ

トワーキングによる市場原理と公共圏の立ち上げ。

それから、第４にサマリア人がここを去りますよ

ね。これは「主が去る」という。ユダヤ神秘主義の

ツィムツームという考え方なんです。主が去る。こ

れは「歓待」ということで、家を誰かが困っている

人が訪ねるでしょう。本当に倒れそうになっている

死にそうになって、「助けてください」って門をたた

くわけです。そのときに主人が迎え入れるんです。

だけど迎え入れた人をいつまでも主人が主人づらを

していると、傾斜的な関係というのは１つの力関係、

権力関係みたいなもので終わるんですよ。そういう

ふうにしないわけです。

主が去る。あるじが奥へ引っ込むんです。それで、

やって来た人があるじになれるように、その人その

ものの主体になれるように、そういう配慮です。こ

の主が退くというのはすごく重要なのです。このこ

とをイエスは、自分のハビトゥスの中に組み込んで

いるんです。だから別のところですけど、「過ぎ去り

ゆく者になりなさい」というふうに言っているんで

す。それから誰かを助けたときに、名前を聞かれて

名前を残さないんですよ。こういうのというのは、

みんな傷ついている人が立ち直っていく、傷ついて

いく人が主体になっていく、それをほとりに立って

支えるだけだと、そういうことを言っているんです。

ですから、ここの「隣人愛」というのはよくでき

ている物語なんだけれども、これを書き換えたいと

思うんです。10ページ目の一番上のところに私が書

き換えたバージョンが出ています。サマリア人が追

いはぎに襲われた人と出会った冒頭の部分を書き換

えるということです。どういうふうに書き換えるか。

すごくアクチュアルに書き換える。やさしく声をか

けられて、その人は「また別の追いはぎがやってき

たと思い、恐怖でパニック状態になって激しく抵抗

する」。これはどうですか。これはよくあることで

しょう。

障害を持っていて、散々痛めつけられた人とか、

ずっといじめられてきた人とか、虐待されている子

とか、そういう人ってみんなそうですよ。やさしい

言葉をかけられると、パニックで恐怖になっちゃう。

怖い。「やさしい言葉が怖い」んですよ。これはそう

いうふうに書くべきところです。だからサマリア人

は知らぬ間に「非対称的な関係」から入るしかない。

激しく抵抗されて、「ああ、そんならいいよ、勝手に
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しろ」と言って去っちゃうと、この「隣人愛」の話

はないと思います。だけど、そこに非対称的な関係、

場合によっては暴力を振るっても、そこにこの人を

救うという、サポートするという、そういう関係に

入っていくんです。

これに似たようなことが、あるいはお読みになっ

たことがあるかも知れません。もし読んでなかった

ら、これはぜひお読みになってください。石原吉郎

の『望郷と海』、ちくま文庫に繰り返し版が改められ

て出てきています。それは「ペシミストの勇気」。こ

れはロシアの、ソ連時代の強制収容所の話です。そ

れで、石原吉郎の友人の鹿野武一が仲間の受刑者た

ちと一緒に、「文化と休息の公園」というところで清

掃と補修作業にかり出されて働いていた。そこに通

り合わせた市長の令嬢がそれを見て心を打たれるん

ですよ。それで、自宅から食べ物を取り寄せて、一

人一人に自分で食べ物を手渡しをしたと。そうする

と、みんなこれは、「ああ、ありがたい」と言ってい

ただく。だけど、鹿野武一はそのやさしさに衝撃を

受けるんです。

だから先ほど申し上げたような、そういうやさし

い言葉、人間的な言葉が恐怖を呼び起こすのです。

それでほとんど自分の人間性がその言葉によって破

壊される。生きる意志を失う。それで絶食を始める

んです。だけどこれは、石原吉郎が、何で鹿野武一

が絶食したかその理由もよく分からないで、「僕も絶

食するよ」と言ったときに、鹿野武一は絶食をやめ

るんですね。こういう肩を並べて絶食という、そう

いうイメージができたときにこの絶食が止まるとい

うこと。これはかなり深い問題があるんです。この

「肩を並べる」というところは後の方でもう一回出て

きます。

非対称的な関係から始まる
「異交通」としての共生

結局こういうことを取りまとめて見てみると、要

するに「ほとりに立つ」ということは、これは4－2

の「異交通による共生の過程」という、ここに集約

されると思うんです。これは臨床で、実際にかなり

のワルと臨床場面で対面する。そういうときにかな

り、こちらも力ずくでやらなくちゃならないという

場面がいくらでも出てくる。それから、荒れた学級

で先生が刃物を持っている生徒と向かい合うときな

どですよね。

いくらでもそういう場面はあります。臨床であれ、

教育であれ、あるいは障害者との共生であれ。それ

から虐待児と向かい合うとき。こういう場面を考え

たらきっと、私たちがこういう排除されてきた、あ

る種の恐怖でもって出会うような本当に苦しんでい

る、生きづらさを生きているような人たちというの

は「非対称的な関係」から入るしかないということ

なんです。

それは差別もあるかもしれない。先ほどの「わら

じの会」のように差別があったり、せめぎ合いもあ

るんです。ひるむことなくそこから入るということ

です。だから、最初は「見る」ということがあるで

しょう。あるいは「声を聞く」ということがあるで

しょう。そこから「修羅の場」に「非対称的な関係」

から入るということです。これが隣人愛の物語で欠

けているんです。これを入れないとアクチュアルに

ならない。

それから、第３が「深い声への応答行為」です。

ケアとかアシストって実際行われるんだけれども、

それは、「何でそんなことをするんだよ。俺なんか構

うなよ」とそういうふうに言うでしょう。この追い

はぎに襲われた人だって、「構うなよ。放っておいて

くれよ、何で俺のところに言い寄ってくるんだ」と

言ってサマリア人を突っぱねるシーン。だけど、「深

い声」があります。その深い声って、「私を死にゆく

ままにするな」と言っているんです。「俺を殺せ」と

いう人であっても、「私を死にゆくままにするな」と

言っているんですよ。これは「深い声」でしょう。

この声を聞かないとだめなんですね。それで、ケア

とかアシストが行われていきます。

それから、第４に「他者とのネットワーク」が必

要です。「公共圏の存立」が必要です。最後に、「主

が場所をあける」。主が「脱主体化」するということ

です。そのことによって、当事者の主体が立ち上が

れるということになります。この隣人愛に対して、

ニーチェの『ツァラトゥストラ』の中に含まれてい

る「隣人愛について」という文章があるんですよね。

その中で、ニーチェが「遠人愛」という言葉を使っ

ています。これはなかなか鋭いんですね。つまり「隣
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人愛」といったときに、これが双交通になっていく

のを、双交通にならないようにするというんですか

ね、「異交通」のままにしておく。だからそうすると、

「ほとりに立つ」という「身振り」だったら、どこま

で遠い人でも「ほとりに立つ」という言い方ができ

るので。

そうすると、「隣人愛」のせいで離れたところにい

る人たちは犠牲になってしまった。そうじゃないよ

うにするためにはどうしたらいいか。友人であると

いう見方、これはすごくいい言い方ですね。「隣人愛」

を勧めない。「遠人愛」。「友情は互いの距離において、

支配とか併呑（へいどん）や領有を免れている」と

言えますから。だから結局、「ほとりに立つ」という

言葉のこの身振りが「遠人愛」。ここまで射程を広げ

ることができるんです。それから、遠くにある人へ

の愛です。ほとりに立つということは、そういう身

振りが自分のものになったときに、離れていてもで

きるんですね。ですから、そういうことまで含めて

の異交通による共生の過程となります。

アイデンティティーを超えて
人間の対話が始まる瞬間

最後に、人間が生まれる、異交通、これが脱アイ

デンティティーを伴う。水俣病患者の１人で緒方正

実さんという人がいます。緒方正実さんは１人で

闘ってきたんですね。自分が水俣病患者であること

を認定してもらう。そのために１人で熊本県庁と

闘ったんです。彼の場合には、そうすると水俣病患

者であることがアイデンティティー。

もう１人、その親せきなんですけれども、おじさ

んにあたる緒方正人さん。これも有名な患者ですけ

れども。この人は、水俣病患者の緒方正人さんです

と紹介すると、彼は「そういう紹介の仕方をするな」

と言うんです。俺は「女島の漁師だ」と言います。

つまり水俣病患者であることには間違いないんだけ

れども、「四六時中水俣病患者で生きているわけじゃ

ないんだ」と。「女島の漁師だ」と言って。その場合

には、「脱アイデンティティー」ですよね。アイデン

ティティーからの自由。水俣病患者というアイデン

ティティーからの自由ですから。これは両方あるし、

それがまた動いていくということがあります。

その場合に、この「異交通」が「脱アイデンティ

ティーを伴う」というのは、漱石の先ほどの『硝子

戸の中』、この中で漱石が「他者に対する助言」とい

うことを言っている場面があるんです。それは、１

人の女性が、生きるか死ぬかという切羽詰まった問

題を抱えて漱石のところを訪れるんです。漱石に、

「私の人生のことを小説にしてください」と最初言う

んです。だけどそのうちに、「小説にしなくて結構で

す」と、「私の話を聞いてください」と言ってきて語

るんです。そのときに、その女の人との向かい合い

方です。それを漱石の助言という言葉を、人に助言

するということを、それを「傾斜的な関係」の中で、

偉い人が普通の人に助言するというんじゃないんで

すよね。

その助言の仕方も、ある意味ですごいです。晩年

の漱石がこういうことを言っているんです。「私の他

人に与える助言は、どうしてもこの生の」、これは自

分の生のです。「この生の許す範囲内に於てしなけれ

ば済まない様に思う。どういうふうに生きていくか

という狭い区域の中でばかり、私は人類の１人とし

て他の人類の１人に向かわなければならないと思

う」と言っています。これは大作家、夏目漱石とい

うそんなアイデンティティーはもうどこかへ行っ

ちゃうんですね。向かい合ったときに、本当にその

人のことを思って、その人を生かそうというふうに

思ったときにこういう在り方になるというんです。

だから、名もない、貧しくって惨めな女性、そう

いうアイデンティティーも捨てて、また、作家漱石

というアイデンティティーも捨てる。本当にこれも

その意味で人類の１人として、またもう１人の人類

の１人と向かい合うという、こういうふうにしてで

すね。これが晩年。もうすぐ彼は死ぬんです。だけ

どこういう人がいたのです。これはすごいです。

それから、もう１つは、「肩を並べて」。それで脱

アイデンティティー。こういう場面なんです。女島

の漁師の緒方正人がこういうことを言ったんです。

「課題責任の共有」。これは加害と被害ということで、

ずっとチッソとやってきているわけでしょう。これ

は裁判なんかで加害と被害を明確にしていかないと

いけないんですね。結局、いずれ勝訴するんですけ

れども、そうすると「お金でいくら差し上げます」

という話で終わるんですよ。水俣病ってそんなこと
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で終わるようなそういう乏しいものじゃないという

ことです。

そこで緒方正人はこういうふうにして、加害者と

被害者が「肩を並べて」共通の課題と取り組む、そ

ういうときにそれぞれのアイデンティティーを外し

て、スクラムを組んで、肩を並べて人間として歩む

ことができる、そういうことを言っています。患者

たちは水俣病で亡くなったいのちのほとりに立つた

めに、石牟礼道子の新作能『不知火』の奉納上演を

水俣の埋め立て地の海岸べりでやったんですよね。

そのときチッソに奉納という課題責任を共有してや

ろうと提案した。そうすると加害と被害という関係

を超えて、お互い人間同士として歩いていくことが

できるじゃないか。そういう瞬間をつくり出して

いったわけなんです。

それから、水俣のおれんじ館。水俣湾に面した小

高いところにおれんじ館があります。ここは徳富一

敏さんが、市民と、それから水俣病患者が、共に友

人同士として交流できるような、そういう場所をつ

くりたいとかねがね思っていたんです。それで絵画

教室を開いたんですけれども、そこで呼んだのが石

本寅重さんという人なんです。石本寅重さんは元漁

師です。だけど水俣病になって、それで漁師をやめ

ざるを得なかったんです。そのときにチッソの呼び

かけで、そういう漁師をやめた人をチッソの工員と

して雇うというんですね。その話に乗ったわけです。

石本さんはそれに乗ることで、漁協から排除される

んです。そういう苦しい思いをしながら、しかし家

族を養うためにチッソの工員として働くんですよ。

昼間働いて夕方帰ってくると、まだ薄明かりの海

を見ながら、２階から来る日も来る日も海の絵を描

くんです。漁師だから海が好きです。それから彼は

絵心があります。若い頃に絵の勉強をしているんで

す。だから絵筆を取って、来る日も来る日も海の絵

を描いたんです。

そのことを知った徳富さんが、石本寅重を絵画教

室の講師に呼ぶんです。そこに、かつて、対立して

いた水俣市民と水俣病患者と、アイデンティティー

を問わず、いろいろな人たちがそこに集まってきて

絵を描くんです。そうすると「絵を描く」という行

為の中で、お互いのアイデンティティーが消えてい

く。絵を描くということで、「肩を並べること」で、

お互いの生きづらさを超えていく、そういうことが

行われています。

こうして異交通は脱アイデンティティーを伴う。

これは人間が生まれるというところに行き着くんで

す。これが究極のその意味では、「異交通による共生

の過程」の行き着いたところでしょうね。これが「生

きづらさを超える」ということのある意味で到達点

と言っていいかもしれないです。

今日お話したかったことは、だいたいこういうこ

とでした。時間になってしまいましたが、質問の時

間を取りたいと思いますが、よろしいでしょうか。

（司会) ありがとうございました。（拍手）

時間が来たんですけれども、せっかくの機会なの

で、ご質問等、ご感想でも構いませんし、手を挙げ

ていただけたらと思いますがいかがでしょうか。い

かがでしょう。せっかくの機会なので。はい。

（村澤) 近隣の札幌学院大学というところで臨床心

理学、特に青年心理学を教えております村澤と申し

ます。私は20年前に先生の、ここに持ってきました

が、『やさしさのゆくえ』と、あと『やさしさの存在

証明』を読みまして、それから非常にこの青年期の

問題について、非常に感銘を受けて研究を始めまし

た。今は引きこもりの問題や児童養護施設の問題に

ついて取り組んでいるんですけれども。

やはり先生がおっしゃるように「歓待」というか、

「異質な者同士」がそこで分かり合えるかというも

の、それから何ていうんでしょうか。私はアジール

というふうに捉えていますけれども、さまざまな困

難を抱えた同質でない人たちが、そこで一緒に場を

つくれるような環境というのが非常に重要だと思う

んです。しかし、私は、自分なりに何度か虐待を受

けた子どもたちや、引きこもりの若者たちに力にな

ろうと思っていたんですけれども、なかなかそうい

う場というのは増えないなと思っております。

しかし、私にとって先生の、さっきのは私の原点

なんですけれども、今回講義を受けさせていただき

まして、あらためて自分の原点を確認できたかなと

いうか、逆に言うと、先生のお考えの中から、出ら

れてない部分も聞かせていただけて、私にとっては

感銘を受けるものでした。ありがとうございました。
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（栗原) どうもありがとうございました。河合隼雄

さんはもう亡くなっちゃったんですけれども、彼と

たまたま話をしたときに、彼がとてもうれしそうに

して、ある患者さんが要するに「自分が変わった」、

「開かれた」という瞬間のことを語ったんですよ。つ

まり、これはその意味では臨床をずっとやってきて、

それでその患者さんが癒やされるという状態になっ

たというふうに言っていいのか、その間10年かかり

ましたってすらっと言われたんです。「本当に臨床の

人ってすごいな」と思いました。１人の患者さんに

10年かけているんですね。言葉を失いましたけれど

も、やっぱり臨床というのはそういうことなんです

ね。時間がかかる。時間をかけるということだと思

います。

（司会) ほかにいかがでしょうか。はい、どうぞ。

質問１ 1－3のところで、貧困が上下にも横にも

広がっていっているという話があったんですが、貧

困が横に広がるというのは具体的にどういうことで

すか。

（栗原) 人間の属性やカテゴリーを超えて広がって

いくということなんですね。ですから、例えば女性、

相対的な貧困率でいうと、男性より女性の方が、貧

困率が高いんです。だけど、その中でとりわけ１人

で子どもを育てているお母さん、それの貧困率とい

うのはさらに高いんです。そういうふうにして見て

いくと、例えば男性でも高齢者の場合には貧困率が

高いんですよ。カテゴリーを超えて。

ですから、それが例えば学歴によってこうだとい

うふうに一律に言えなくて、カテゴリーを貫いて横

にそういう貧困が広がっているんです。普通貧困と

いうと縦の富裕層と貧困層、こういう分け方になる

んだけど、そうじゃなくてそういうカテゴリーを超

えて、貧困がジグザグに広がってくるということで

す。

質問１ ありがとうごいました。

（司会) いかがでしょうか。はい、どうぞ。

質問２ 私もレジュメの７ページのところで、1－

7のところの「社会的排除の重層化と包括性（食・住・

医・教育・福祉・アート）がつながりの乏しさを生

む」と、このことの意味をあらためてもう一度伺い

たいんですけれども。

（栗原) これは、食とか住とか医とかそれぞれのス

テージでもって貧困が進行していくんです。だから

どこから始まる。例えば住を失う。ホームレスの場

合を考えていいですよね。住まいを失うということ

であるとする。そうするとこれは、その前に食にも

実は問題が起こっているんですけれども、保険証も

ないから病院にも病気になっても行けない。それか

ら、子どもを学校にやるお金がない。それどころが、

むしろ家庭崩壊になっていくというふうなことで

す。

それから、福祉と言っても、生活保護を申請して

みても「家族がいるじゃないか」という話になって。

「家族は崩壊しているんですけど」と言っても聞いて

くれないというふうにして、これが芋づる式に広

がっていくということです。アートといっても、アー

トを享受できない。そういう人たちもいるわけです。

それぞれがやはり排除になっている。「排除の連鎖」

といいますか、そういうことをここでは言っていま

す。だから「住まいがない」というときに、住まい

がないだけであとは健全ですというわけにいかない

ということになります。

それから子どもを学校に行かせるときのお金がな

いというときは、ほかの領域もちょっとピンチに

なっているわけですよ。住まいだって、そうすると

例えば家賃が払えなくて、立ち退きを迫られている

とか、そういう話になっていくわけで。これはどこ

から始まっても、やっぱりそういう連鎖が出るとい

うことです。

それから、「もやい」という、湯浅誠さんが関わっ

ている「もやい」なんていうグループが、そういう

意味では、ホームレスの人に住まいを提供できるよ

うにするという。生活保護をまず取るというところ

から始めていって。その意味じゃこういう「負の連

鎖」を、あるところから巻き返していく。それを正

の、プラスの連鎖に変えていきたいという。どこか

らその手がかりを始めるか、そういう問題があるん
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ですけど、そういうことの相談に乗ったり、生活保

護の手当をしたり、住まいを借りる場合でも保証人

が必要になりますよね。だからそれを「もやい」の

人たちが保証人になったりして、そういうことを

やっているわけです。

（司会) そろそろ。いかがでしょうか。もう１人ぐ

らい。もうよろしいですか。

（宮崎) 関係者でございます。ありがとうございま

した。

（栗原) どうもありがとうございました。

（ＱＱ) さっきおっしゃった4－2の③のところに

書いてありますけれども、「深い声」への応答行為。

先ほどのサマリア人の先生の箇所の改訂版の例だっ

たら、「俺なんか放っておいてくれ」ということがあ

るかもしれない。それがアクチュアルな姿ではない

かとおっしゃった。そのときに、より「深い声」に

応答しなければならないということだったと思うん

ですけれども、そうだと思うんですが、それはいか

にして可能になるのか。「深い声」を聞き取ることが

どういう条件があればできるのかということについ

て、教えていただければと思うんですけれども。

（栗原) そういう条件はないと思います。要するに、

これは「向かい合う」しかないんですね。だからそ

のときに、「助けなければならない」という思いじゃ

なくて、「助けてしまう」ってなるでしょう、普通。

苦しんでいる人なんかがいて、そうすると突っぱね

たりなんかして、それでも助けてしまうという行為

が起こるので、その助けてしまうという行為が起こ

るというのは、「深い声」のレベルを聞いているとい

うことになるんだと思うんです。だから、これこれ

の条件があれば「深い声」が聞こえるとかって、そ

ういうことじゃどうもないんだと。非常に具体的に

そういう苦しんでいる人と向かい合うという、その

都度がやっぱり問題になってくるかなと思います。

だけどこれが、「ほとりに立つ」という「身振り」

で考えていくと、遠く、例えばアフリカで起こって

いることなんかにも思いをはせるということはでき

ると思うんです。その場合には、「アクチュアルな声」

も「深い声」も聞こえてこないでしょうけど、そう

いう中でいろいろな情報が入ってくる。その中で自

分の体に起こってくることという、それを信じるし

かないですね。だから、ある「覚悟」みたいなのが

どこかにないと、ずっと聞こえてこないんだと思う

んです。どんな場面でも「深い声」がすっと聞こえ

てくるかこないかということは、「思わず助けてしま

う」ということが起こるか起こらないかという、後

で分かることだと思います。答えにならなくてすみ

ません。

（姉崎) 今のことと少し関連するのかもしれません

けど、あるシステムの中で、さっきチッソの話があ

りましたけど、加害者と被害者というふうな二項対

立ではなくて、「課題の共有」という言い方をされた

り、「脱アイデンティティー」と言われたんですけれ

ども、一般的にシステムが動いているときに、「シス

テムとしての声」しか出せない人たちが多いですよ

ね。自分、「人間の声」がその場では出せない。「ほ

とりに立つ」などとはとてもその場ではできない。

先生がおっしゃるように、あれは覚悟してやると。

そこから自分が離れるということを意味するような

ことを覚悟しなきゃいけないとすると、多くの人は

その覚悟はできないので、例えばボランティアなど

やっている人で、東京の職場の近く、霞ヶ関では一

歩も何も言わないけど、50キロ離れたところでは、

何かいいことを忠実にやったりするというようなこ

とはあり得るわけです。日常世界の中でそういうシ

ステムの中にいる人が、「人間の声」とか「深い声」

だとかそういうものを聞き取りながら、「異交通」と

いう先生がおっしゃるような対話が、可能になるよ

うなことをするにはどうしたらいいかということを

思ったりするんですけど、何か先生、そういう場面

のエピソードなり知恵なりをおっしゃってくださる

といいんですけど。

（栗原) 実際に水俣で、石牟礼道子さんが新作能『不

知火』という現代能をお作りになったんです。水を

浄化する精霊の姉と弟の物語です。水俣病患者が主

人公なんです。水俣病患者というそういう名前では

出てこないんですけれども。それが水俣で上演され
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るというときに、それは亡くなった患者さんたちへ

の奉納上演という、そういう位置付けでやったんで

す。

そのときに実行委員会が組織されたんです。実行

委員会は水俣病の患者さんの緒方正人さんたちが

入ったんですが、私も入りました。それで、現地で

実行委員会がいろいろなことを決めていったんです

けれども、その実行委員会の中にチッソからの若者

が入ったんです。それで真っ昼間に実行委員会を開

いているんですよ。そうすると、そこに若者がいる

もんですから、みんながからかうわけですよ。「お前、

真っ昼間にこんなところにいていいの」って。「お前、

絶対会社をクビになるぞ」と言っているんですけど、

彼は笑って、「いやー、それはその時ですよ」とか言っ

て、本当にそれは覚悟の上ですよ。非常に軽く見え

るんですよね。だけど実際はそうじゃないんです。

会社の日常と、実行委員会の日常との間を、若者が

静かな覚悟をもって行き来している。

そういう人が入っていましたし、それからチッソ

の水俣工場の人たちの、かなりのお偉方たちもまた、

一人一人という形でしたけど、能『不知火』の上演

に切符を買って本社への何ほどかの覚悟をもって参

加しているんです。そういうのを見ていて、やっぱ

りそういうことは可能だと。これは能『不知火』の

奉納上演という「課題」を持っていて、その「課題」

に自分も参加するという意識を持てたということで

す。

そうすると、「肩を並べる」というパフォーマンス

が実際に「身振り」の上で出てくるためには、やっ

ぱり課題が共有されないとだめなんです。その場合

には亡くなった患者さんたちへの奉納上演、亡く

なった患者さんたちへの思いというのが実は、チッ

ソの社員にもあるわけですよね。だからそういう奉

納上演に自分も参加しようという気になる。そうす

ると、「肩を並べて」一緒に何かできる、そういう課

題を設定するということはとっても大切です。それ

なしで、さあ、仲良くやりましょうと言っても、そ

こはおっしゃったように全然成り立たないと思いま

す。やっぱり「肩を並べる身振り」と「課題の共有」

ということに尽きると思います。

（司会) それではそろそろ時間がまいりましたの

で、本日の基調講演を終了させていただきたいと思

います。栗原先生、長時間にわたり貴重なお話をど

うもありがとうございました。皆さま、拍手をお願

いいたします。（拍手）
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